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ふるさとの
 文化財探訪

第99回

農
耕
と
医
薬
の
神
様
　
神
農

文
化
財
調
査
員
　
坂
　
本
　
美
　
樹

　
瓦
葺
の
長
屋
門
が
昔
の
風

格
を
今
に
残
し
て
い
る
門
を

く
ぐ
り
、
久
々
に
佐
藤
家
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
も
と
も

と
は
草
葺
寄
棟
造
り
二
階
建

て
の
母
屋
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
現
在
の
建
物
は
昭
和
五

十
二
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の

草
葺
の
建
物
は
、
二
階
表
側
の
古
い
柱
が
す
べ

て
通
柱
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
初
か
ら
二
階
造
り

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
二
階
造
り
は
幕
末
の

上
位
の
家
に
は
よ
く
見
い
だ
さ
れ
る
建
物
だ
そ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
座
敷
を
低
い
根
太

天
井
と
し
て
そ
の
上
に
居
室
を
設
け
る
例
は
珍

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
詳
し
く
は
、
『
文
化
財

調
査
報
告
書
第
四
輯　
大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町

民
家
調
査
報
告
書
』
で
間
取
り
等
詳
し
く
調
査

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
家
屋
は
、
一
時
期

飯
田
に
移
築
さ
れ
、
資
料
館
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
何
回
か
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
当
時
は
、
尾
本
の
昔
の
家
と

知
っ
て
い
た
程
度
の
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
し
っ
か
り
見
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
な
あ

と
今
頃
に
な
っ
て
深
く
後
悔
し
て
い
ま
す
。
十

九
世
紀
中
頃
の
建
築
だ
と
推
測
さ
れ
る
家
屋
、

門
入
り
口
か
ら
眺
め
る
草
葺
の
二
階
家
、
そ
の

趣
あ
る
姿
が
見
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。
そ

の
佐
藤
家
に
は
、
一
風
変
わ
っ
た
像
が
あ
り
ま

す
。
須
弥
山
の
よ
う
な
台
座
に
腰
か
け
、
右
手

に
は
尺
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
髪

の
毛
と
髭
を
た
く
わ
え
、
こ
ぶ
の
よ
う
な
角
が

二
本
、
口
は
開
い
て
い
て
歯
が
見
え
て
お
り
、

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
衣

は
ひ
し
形
の
よ
う
な
地
模
様
に
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
文
様
の
描
か
れ
た
衣
を
ま
と
っ
て
い
ま

す
。
手
や
顔
は
肌
色
に
、
髪
の
毛
や
髭
は
黒

く
、
衣
は
青
系
と
赤
系
の
彩
色
も
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
ん
と
も
不
思
議
な
像
で
す
。
中
国
伝

説
上
の
皇
帝
で
、
伏
羲
・
黄
帝
と
と
も
に
「
三

皇
」
と
称
さ
れ
た
神
農
の
像
で
す
。
私
自
身
、

初
め
て
み
る
像
で
し
た
。
神
農
は
、
「
人
身
牛

首
」
と
さ
れ
、
民
に
耕
作
を
教
え
、
医
薬
の
製

法
を
創
案
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
農
耕
医
学
の
祖

と
し
て
中
国
最
古
の
薬
物
書
『
神
農
本
草
』
の

著
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
の
像
は
、
牛

首
で
は
な
く
、
人
間
の
顔
に
瘤
と
い
う
か
角
の

よ
う
な
も
の
を
表
し
た
絵
画
が
多
い
と
の
こ

と
。
日
本
で
は
農
業
の
神
と
し
て
よ
り
、
医
学

の
神
と
し
て
、
漢
方
医
家
に
祀
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
像
で
す
。
も
と
も
と
二
階
の
そ
れ
も
一
段

高
い
と
こ
ろ
に
祀
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
、
薬
師

如
来
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
総
高
四
十
糎　

銘
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
家
に
は
、
薬
研
と
言
っ

て
、
円
盤
の
よ
う
な
歯
を
転
が
し
て
生
薬
を
押

し
つ
ぶ
す
道
具
も
残
さ
れ
て
お
り
、
一
緒
に
現

存
し
て
い
る
机
に
は
、
裏
に
『
文
化
三
年
』
と

何
か
し
ら
の
文
字
の
墨
書
き
が
あ
り
ま
す
。

「
そ
の
昔
は
医
者
の
家
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
薬
箪

笥
と
か
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
」
と
言
っ
て
い
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ

し
ゅ
み
せ
ん

ふ
く
ぎ　
　
こ
う
て
い

し
ん
の
う

し
ん
の
う
ほ
ん
ぞ
う

人権

No.311心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　２年ぶりの開催となった昨年度に続き、今年度もな
るほど“ザ”人権講座が始まりました。子ども達が日ご
ろから学習している部落差別を中心とした人権問題に
ついて、学びを共有し、ＰＴＡ活動や家庭教育につな
げていくことがねらいとなっています。受講生はこど
も園・小・中ＰＴＡの保護者で、実行委員含めて40
名ほどです。全５回の講座を通して学習を深めていき
ます。そして今年度も、講座内容や受講生の声などを
この「心の扉」のコーナーで紹介させていただきま
す。
　第１回の講座では「他者感覚と自尊感情～人権を２
つの視点で考えて自分らしく暮らす～」と題して、隣
保館の後藤大リーダーを講師に招きました。講座終了

後に、本日感じたことについてアンケートを書いてい
ただき、以下のような記述がありました。（一部抜
粋）

・周りの人が傍観者になることは、いじめをエスカ
レートさせてしまう。周りの人が声を上げることが
大切だと思いました。
・自尊感情の高くない子どもがいたという話。他人を
思いやるということを教えていく一方で、子どもを
ほめることが減っていないかと思いなおす機会と
なった。
・自分は差別意識を特に気にしていなかったが、コロ
ナが流行っていく時に県外の方との差別をしていた
なと思いだしました。
・すべての人が幸せになるために人権学習があるのだ
な！と感じました。このような学習を小学校で学ば
せてもらえることに大きな安心を感じております。
・自分を大事に出来れば他の人（周りの人）も大事に
出来る。良い言葉や関係につながる。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができま
せんが、ご質問等がございましたら、社会教育課（７
６－３８２３）までお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会教育課）

2022 年度　第 1回なるほど “ザ” 人権講座
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●児童書・コミック
銭天堂17　　　　　　　　　　　　　　　　　  廣嶋玲子
里山の生き物図鑑 所さんの目がテン！
やせいのパパ（ママ版も有ります）フィリップ・ハンティング
二番目の悪者　　　　　　　　　　　　　　　　  林 木林
やっぱりざんねんないきもの事典　　　　今泉忠明・監修
2022全国課題図書（小学校低学年～高等学校）全18冊
ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ102巻　　　　　　　　　  尾田栄一郎
名探偵コナン101巻　　　　　　　　　　　　　青山剛昌
戦争は女の顔をしていない3　スヴェトラーナ・アレクシェーヴィチ・原作
カーサの猫村さん6　　　　　　 ほしよりこ　その他多数
●一般図書
居酒屋ぜんやシリーズ（全 10巻・完結）　　　坂井希久子
任侠楽団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今野敏
狂う潮（新・酔いどれ小籐次 23）　　　　　　　佐伯泰英
浮世小路の姉妹（読切り）　　　　　　　　　　 佐伯泰英
味比べ（時代小説アンソロジー）　　　　　梶よう子（他）
夫婦商売（時代小説アンソロジー）　　　　青山文平（他）
八本目の槍　　　　　　　　　　　　　　　　　今村翔吾
石礫（機捜 235シリーズ 2）　　　　　　　　　　今野敏
香君（上・下）　　　　　　　　　　　　　　 上橋菜穂子
一の糸　　　　　　　　　　　　　　　　　　有吉佐和子
ただいま神様堂版　　　　　　　　　　　　　青山美智子
子宝船（きたきた捕物帳２）　　　　　　　　  宮部みゆき
マイクロスパイ・アンサンブル　　　　　　　伊坂幸太郎
たそがれの侵入者　　　　　　　　　　　　　　赤川次郎

くるまの娘　　　　　　　　　　　　　　　　宇佐見りん
パチンコ（上・下）　　　　　　　　　 ミン・ジン・リー
ごほうび参拝　　　　　　　　　　　　　　　　桜井識子
ひとつ拾えば、ひとつだけきれいになる　　　鍵山秀三郎
史伝 北条政子 鎌倉幕府を導いた尼将軍　　　山本みなみ
暮らしのおへそVol．33　
おうちでできる世界のおそうざい　　　　　　　荻野恭子
2品で満足 arico の家和食　　　　　　　　　　　 arico
読むだけで世界地図が頭に入る本　　　　　　　井田仁康
起業の仕方見るだけノート　　　　　　　　今井孝・監修
「女性ひとり起業」スタートＢＯＯＫ　　　　　 小谷晴美
ＳＮＳ炎上なんてしないと思っている人が読むべき本　宮下由多加
世界の「頭のいい人」がやっていることを１冊にまとめてみた　中野信子
「説明が上手い人」がやっていることを１冊にまとめてみた　ペソ
今日から減酒！　　　　　　　　　　　　　　　　倉持譲
認知症が進まない話し方があった　　　　　　　吉田勝明
アンガーマネジメント見るだけノート　　　　　安藤俊介
はじめての利他学　　　　　　　　　　　　　　若松英輔
日本人の承認欲求　　　　　　　　　　　　　　　太田肇
80歳の壁　　　　　　　　　　　　　　　　　 和田秀樹
野菜作り達人のスゴ技 100かゆいところに手が届く！ 加藤正明
驚くほどよく育つ野菜づくりの裏ワザ　やさい畑ファーマーズ倶楽部
決定版！実戦で役立つグラウンド・ゴルフ　　　朝井正教
一所懸命～支え、あればこそ～　　　　　　　　甲斐素純
カミキィの贈り物おりがみ　　　　　　　　　　カミキィ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～雨の日は読書日和ですよね♪雨音のリズムを聞きながら、家族で雨読（アメヨミ）♪～

ほんの森７月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

お
知
ら
せ

『雑誌スポンサー様、ありがとうございます！』
　全国各地の図書館が行っている「雑誌スポンサー」の取り組み。雑誌購入費を負担するかわりに、閲覧用カ
バーなどに広告を出せるというものです。当館も2015年から導入して、現在３つの企業と２名の匿名個人の方
から計５誌の寄贈を受けています。企業広告は新刊カバーの裏（全面）と表紙の企業名でお知らせしています。
図書館でこれらの雑誌が読めるのはスポンサー様のおかげです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします！最
新号をお手にされるときにはぜひ、カバー広告のチェックもお願いしまーす。

●「おはなし会」は毎月第２土曜日　10：30～11：00

▲６月のおはなし会の様子

７月の担当グループは「チームそらまめくん」
のみなさんでした。8月は「スター」（８/20予
定）のみなさんです。※8月は第2土曜日がお
盆（13日）のため、1週間後の20日の開催にな
ります。参加してくれたお友だちにはキラキラ
シールも選んで貼ってくださいね！ ▲６月に読んだ絵本▲６月に読んだ絵本

「レタスクラブ」のスポンサーは
「九州電力」様

「サライ」のスポンサーは
「八鹿酒造」様

「Ｃｏｍｅｈｏｍｅ」のスポンサーは
「日野書店」様

どちらも子育てや子どもの読書
環境に丁寧に向き合っている良
質な雑誌です。

「ちいさい・おおきい・よわい・つよい」と
「子どもの本棚」のスポンサーは
匿名希望（個人）の２名様

料
理
レ
シ
ピ
は
も
ち
ろ
ん
、

話
題
の
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

が
モ
リ
モ
リ
で
家
事
の
息
抜

き
に
も
な
る
人
気
雑
誌
。

「
本
物
と
正
統
」
を
テ
ー
マ
に

ゆ
と
り
世
代
に
向
け
た
ち
ょ
っ

と
イ
イ
雑
誌
。
開
く
と
優
雅
な

気
分
に
な
れ
ま
す
よ
。

雑誌スポンサーについ
てのお申込、お問い合
わせは図書館（76－
３８８８）または図書
館のホームページをご
覧ください。

図書館は本の森。読
書の愉しみ、ひとり
の時間を極上にして
くれる１冊を探し
に、ぜひご利用くだ
さい。お待ちいたし
ております。

手間ひまをかけて、
もっとわが家が好きに
なる！ステキな暮らし
のヒントが詰まった
本。
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●　暮らしの情報

■
と
　
き　
８
月
４
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
30
分
ま
で
受
付

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
６‐

３
８
３
８

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
不
妊
治
療
の

保
険
適
用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
が
終
了
し
ま
し

た
。
新
た
な
助
成
制
度
等
、
詳
細
は
大
分

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
６‐

３
８
３
８

■
趣
　
旨　
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
通

じ
て
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社

会
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
健
康

と
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る

■
と
　
き　
９
月
25
日
㈰

　

※

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
他

■
種
　
目　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
三
世
代
交

流
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
三
世
代
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
還
暦
軟
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
太

極
拳

■
参
加
資
格　
大
分
県
在
住
で
、
原
則
と

し
て
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
60
歳
以

上
の
者

■
募
集
期
間　
７
月
29
日
㈮
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課

　
☎
７
６‐

３
８
２
１

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振
替
休

日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
８
月
９
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と
　
き　
８
月
４
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容

①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・
売

買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に

関
す
る
相
談

②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証
等
に

関
す
る
相
談

③
相
続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
８
月
18
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６‐

３
８
０
０
）

■
と
　
き　
８
月
18
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

不
妊
治
療
が
保
険
適
用
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大
分
県
交
通
事
故
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

第
33
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
部
門
）

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

▲ＨＰ

イベントの減少によ
り、血液が不足して
います。皆さんのご
協力をお願いします！
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う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他　
前
日
の
午
前
中
ま
で
に

　
　
　
　
　
要
予
約

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐
２
３‐

３
１
３
３
）

■
と　
き　
８
月
24
日
㈬

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

６
１
７
４
）

■
と　
き　
８
月
19
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
日
田
市
教
育
委
員
会
（
市
役

所
別
館　
日
田
市
教
育
庁
３
階
）

■
対
象
者　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
乳
児
幼

児
児
童
生
徒
成
人
、
及
び
そ
の
保
護

者
・
関
係
者
（
保
育
士
・
教
員
等
）

■
相
談
内
容　
家
庭
で
の
接
し
方
や
、
保

育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
等

■
申
込
方
法

・
希
望
す
る
方
は
市
町
村
教
育
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
「
相
談
票
」

を
、
教
育
委
員
会
に
ご
提
出
く
だ
さ
い

・
高
校
生
以
下
の
方
は
盲
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　
８
月
９
日
㈫

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

　
令
和
４
年
分
の
「
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
」
の
予
定
納
税
（
第
１
期
分
）

の
納
期
限
は
、
８
月
１
日
㈪
で
す
。
納
期

限
ま
で
に
金
融
機
関
又
は
所
轄
税
務
署
の

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
大

変
便
利
で
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
納
税
手
続
に
つ
い
て
は
、
ｅ―
Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
確
定
申
告

に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が

15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
年
の

「
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
」
の
一

部
を
あ
ら
か
じ
め
納
付
す
る
制
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　

※

自
動
音
声
案
内

■
期　
間　
８
月
１
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

お
盆
・
土
日
祝
日
は
お
休
み

■
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

■
内　
容　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分

な
ど
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登
記
手
続

■
相
談
料　
期
間
中
の
相
談
は
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９
）

　
昭
和
23
年
９
月
11
日
〜
平
成
８
年
９
月

25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
方
で
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、「
旧
優

生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」
に
基
づ
き
、

国
か
ら
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
大
分
県
で
は
、
不
妊
手
術
を
受
け
た
方

や
ご
家
族
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に

対
応
す
る
た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

■
相
談
内
容

・
旧
優
生
保
護
法
の
不
妊
手
術
に
係
る
ご

本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
。

・
手
術
を
受
け
た
方
に
対
す
る
一
時
金
支

給
な
ど
の
相
談
と
情
報
提
供　
な
ど

■
受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
土
日
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

【
電
話
番
号
（
専
用
）
】

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
７
６
０

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
専
用
）
】

　

sodan12210@
pref.oita.jp

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
】

　
０
９
７‐

５
０
６‐

１
７
３
５

■
お
問
い
合
わ
せ　
旧
優
生
保
護
法
相
談

窓
口
（
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
６
７
５

■
と　
き　
８
月
21
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
民
文
化
会
館
「
パ
ト
リ
ア
日
田
」

■
申
請
期
間　
８
月
19
日
㈮

　
た
だ
し
当
日
受
付
も
可

■
そ
の
他　
　
参
加
費
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
入
退
場
自
由

※

参
加
事
業
所
は
８
月
上
旬
ご
ろ
、
日
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
開

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

お
知
ら
せ

年
金
相
談
日

福
祉
と
保
育
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

第
１
回
（
日
田
会
場
）

「
目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会
」

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税
（
第
１
期
分
）
を
お
忘
れ
な
く

８
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
月
間
」
で
す

▲ＨＰ

▲ＨＰ

大分県
旧優生保護法
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（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

７
０
２
６
）

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
の
仕
入

税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
と　
き　
８
月
２
日
㈫
、
４
日
㈭
、
16

日
㈫
、
18
日
㈭
、
23
日
㈫
、
25
日
㈭
、

30
日
㈫

※

各
日
２
回
開
催
（
①
午
前
10
時
〜

　
②
午
後
１
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　
日
田
税
務
署

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
日
田
税
務
署※

自
動
音
声
案
内

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

■
と　
き　
７
月
31
日
㈰

　
　
受
付　
９
時
30
分
〜
９
時
50
分

　
　
見
学　
９
時
50
分
〜
12
時
10
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
農
業
大
学
校

■
体
験
内
容　
水
田
、
野
菜
、
花
き
、

　
　
　
　
　
　
果
樹
、
畜
産

■
申
込
方
法

【
高
校
生
】　
各
所
属
高
校
の
担
当
の
先

生
を
通
じ
て
農
業
大
学
校
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
一
般
】　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。　

■
申
込
期
限　
７
月
22
日
㈮

■
参
加
経
費　
大
学
校
ま
で
の
交
通
費
は

参
加
者
に
て
負
担
（
三
重
町
駅
よ
り
送

迎
バ
ス
あ
り
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
農
業
大
学
校
教
務
課

（
☎
０
９
７
４‐

２
２‐

７
５
８
２
）

（

０
９
７
４‐

２
２‐

６
３
８
７
）

■
そ
の
他　
実
習
作
業
が
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
皆
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と　
き　
８
月
17
日
㈬
23
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

■
と　
き　
７
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
受
付
／
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
概
要
説
明
）
／

校
内
見
学
（
実
習
場
見
学
）
／
希
望
の

訓
練
実
習
を
１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ

フ
ト
操
作
実
習
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物

製
作
）
／
個
別
相
談
会

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

■
と　
き　

　
８
月
24
日
㈬
・
30
日
㈫
・
31
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
介
護
職
に
再
就
職
を
希
望
す

る
介
護
経
験
者
、
有
資
格
者

■
定　
員　
20
名

■
内　
容　
移
乗
・
排
泄
ケ
ア
・
食
事
介

助
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
等

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
５
２‐

６
８
８
８
）

■
対
象
者　
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
15
名

■
講
習
日

　
①
８
月
25
日
㈭
、
②
８
月
31
日
㈬

■
講
習
時
間　
①
②
と
も
に
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

■
経　
費　
受
講
料
は
無
料

■
申
込
期
限　
研
修
日
の
１
週
間
前
ま
で

■
携
行
品

　
筆
記
用
具
、
活
動
し
や
す
い
服
装

（
マ
ス
ク
着
用
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
看

護
協
会
内
大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
７
４‐

７
１
３
６
）

■
講
習
区
分

・
Ａ
区
分
（
給
油
取
扱
所
に
従
事
し
て
い

る
危
険
物
取
扱
者
）

・
Ｃ
区
分
（
Ａ
区
分
を
除
く
施
設
に
従
事

し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
）

■
講
習
日

・
Ａ
区
分　
８
月
19
日
㈮

・
Ｃ
区
分　
10
月
４
日
㈫

※

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分
ま
で

■
講
習
会
場　

　
日
田
市
文
化
会
館
パ
ト
リ
ア
日
田

■
受
講
料　
４
，
７
０
０
円

■
申
込
期
間　
７
月
19
日
㈫
か
ら
７
月
26

日
㈫
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
消
防

署
危
険
物
係
（
☎
７
２‐

２
１
４
１
）

※

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
保
安
講
習
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
県

危
険
物
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
・
講
習
会

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

看
護
力
再
開
発
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録

申
請
相
談
会

大
分
県
立
農
業
大
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
「
緑
の
学
園
」
開
催

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

令
和
４
年
度
第
１
回
介
護
職

再
就
職
支
援
講
習
会

▲ＨＰ
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暮らしの情報　●

　
■
受
講
対
象
者

（
１
）
令
和
２
年
度
に
免
状
交
付
を
受
け

た
消
防
設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

（
２
）
平
成
29
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け

た
消
防
設
備
士
（
５
年
目
講
習
）

（
３
）
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け

て
い
な
い
消
防
設
備
士

■
講
習
日
（
会
場
／
講
習
区
分
）

【
10
月
４
日
㈫
】
大
分
県
教
育
会
館
／
避

難
設
備
・
消
火
器
（
５
類
・
６
類
）

【
10
月
５
日
㈬
】
大
分
県
教
育
会
館
／
警

報
設
備
（
４
類
・
７
類
）

【
10
月
12
日
㈬
】
大
分
県
教
育
会
館
／
消

火
設
備
（
１
類
・
２
類
・
３
類
）

【
10
月
13
日
㈭
】
大
分
県
教
育
会
館
／
避

難
設
備
・
消
火
器
（
５
類
・
６
類
）

【
10
月
14
日
㈮
】
大
分
県
教
育
会
館
／
警

報
設
備
（
４
類
・
７
類
）

【
10
月
21
日
㈮
】
中
津
総
合
庁
舎
／
警
報

設
備
（
４
類
・
７
類
）

■
受
付
期
間

　
８
月
22
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈮

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

※

受
講
人
数
に
制
限
が
あ
り
、
超
え
た
場

合
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
）

　
放
送
大
学
で
は
、
２
０
２
２
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
個
別
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、

ま
た
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
８
月
７
日
㈰
21
日
㈰
９
月
４
日
㈰

■
出
願
期
間

【
第
１
回
】
８
月
31
日
㈬
ま
で

【
第
２
回
】
９
月
13
日
㈫
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
７‐
６
７‐

１
１
９
１
）

【
児
童
自
立
支
援
専
門
員
】

■
採
用
予
定
者
数　
３
名

■
受
付
期
間　
８
月
17
日
㈬
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
９
月
18
日
㈰

【
無
線
技
術
士
】

■
採
用
予
定
者
数　
１
名

■
受
付
期
間　
８
月
17
日
㈬
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
９
月
18
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
２
２
）

　
地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生
し
、
た

け
の
こ
の
生
産
な
ど
有
効
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
と　
き　
９
月
下
旬
、
10
月
中
旬
、

　
　
　
　
　
３
月
下
旬　
計
３
回

※

内
容
・
場
所
・
研
修
日
は
、
講
師
の
都

合
や
天
候
等
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
研
修
は
現
地
集
合
で
す
。

■
と
こ
ろ　
日
出
町
、
豊
後
高
田
市

■
募
集
人
員　

　
40
名
（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

■
研
修
内
容　
た
け
の
こ
生
産
・
竹
林
管

理
の
知
識
・
技
術
演
習

■
募
集
期
間　
８
月
31
日
㈬
ま
で

■
費
用　
　
　
受
講
料
無
料

■
申
込
方
法

　
お
問
い
合
わ
せ
先
窓
口
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
「
受
講
申
込
書
」
を
提
出

■
お
問
い
合
わ
せ

　
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎
茸
班

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
と　
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
２
日
㈮　
大
分
県
玖
珠
総
合
庁
舎

　
９
月
８
日
㈭　
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

■
受
付
期
間　
８
月
９
日
㈫
〜
19
日
㈮

■
そ
の
他　
狩
猟
免
許
更
新
に
必
要
な
書

類
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐
２
５
８
５
）

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

令
和
４
年
度
大
分
県
職
員
採
用
選
考

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ

消
防
設
備
士
法
定
講
習

「
た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校
」

受
講
生
の
募
集

令和３年度実績

診療科目別相談内容
１位　内科
２位　小児科
３位　心療内科

相談時間帯
18時～９時が 58.6％

心や体の健康などについて、また、休日・夜間の医療機関情報や病気や
けがへの対処の仕方、お子さんの急病等の対処方法等を、医師や看護師
がアドバイスしますので、医療機関が利用できない時間帯等ぜひご利用
ください。通話料は無料です。プライバシーは厳守されますので安心し
てご利用ください。

ここのえ健康ダイヤル

 0120－511－658
（24時間年中無休無料健康相談）
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紫
陽
花
は
、
刺
繍
花
、
七

変
化
と
も
言
い
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
花
。

　
宝
八
幡
宮
の
紫
陽
花
祭
俳

句
大
会
も
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ

を
閉
じ
ま
し
た
が
、
今
で
も

多
く
の
人
が
こ
の
季
節
に
は

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
色
香
包
ま
る
﹂
の
中
七

に
宝
八
幡
宮
の
魅
力
が
内
包

さ
れ
て
い
ま
す
。

紫
陽
花
の
色
香
包
ま
る
宝
宮
　
　
永
松  

左
世
美

歳 時 記
今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
胡
瓜
は
暑
い
夏
に
は
必
須
の
食
べ
物
。
胡
瓜
も
み
、
サ
ラ

ダ
、
漬
け
物
と
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。
中
七
下
五
の
表
現
力
が
一

句
を
楽
し
く
し
ま
し
た
。

青
胡
瓜
切
っ
た
そ
ば
か
ら
逃
げ
て
い
く

小
田　

純
子

　
ド
ロ
ー
ン
で
空
か
ら
見
る
と
確
か
に
万
年
山
は
玖
珠
川
の
扇

の
要
、
万
年
を
愛
す
る
作
者
の
こ
だ
わ
り
の
一
句
。

玖
珠
川
の
扇
の
か
な
め
梅
雨
の
万
年

佐
藤　

文
雄

　「
か
き
つ
ば
た
」
は
花
の
姿
が
飛
燕
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら

燕
子
花
と
い
う
名
が
。
中
七
に
初
夏
の
情
緒
が
漂
い
情
緒
が
溢

れ
ま
す
。

六
月
の
雨
に
寄
り
添
う
燕
子
花

志
賀　

文
子

　
仙
人
掌
の
花
は
棘
も
あ
る
が
独
特
の
存
在
感
。
落
ち
た
黄
の

花
弁
を
思
わ
ず
手
で
掬
い
、
傍
に
あ
る
画
用
紙
の
上
に
置
き
ま

し
た
。
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

仙
人
掌
の
黄
掬
い
て
白
き
画
用
紙
に

春　
　
　

蘭

　
　
　
　
　
　
俳
句
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
日
常
（
風
景

や
で
き
ご
と
）
を
心
に
留
め
書
き
残
す
日
記
で
す
。
今

月
も
美
し
い
句
が
集
合
で
す
。
来
月
号
は
お
盆
を
挟
み

も
う
八
月
号
。
暑
さ
を
忘
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
句
を
期

待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

万
緑
に
染
め
ら
れ
我
も
カ
メ
レ
オ
ン

蕗
を
煮
て
蓋
ば
か
り
取
る
妻
の
留
守

水
蜻
蛉
上
下
左
右
に
笑
い
け
り

ス
ト
レ
ス
の
種
は
完
売
梅
雨
晴
間

ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
緑
に
突
入
す

退
院
の
主
迎
え
る
夏
座
敷

梅
雨
晴
の
写
経
の
墨
の
に
じ
み
か
な

四
方
見
つ
櫟
の
て
っ
ぺ
ん
郭
公
啼
く

バ
ス
停
車
土
手
一
面
の
姫
女
苑

満
天
に
響
く
産
声
百
合
の
花

父
の
日
の
孫
と
謎
解
き
古
日
記

整
え
し
庭
の
緑
や
夏
に
入
る

麦
藁
の
亡
母
に
習
い
し
蛍
籠

山
蕗
の
一
日
煮
る
も
苦
行
か
な

両
膝
を
念
入
り
に
撫
で
梅
雨
入
か
な

宮
紫
陽
花
小
雨
に
打
た
れ
色
競
う

重
た
げ
な
雨
の
雫
よ
花
空
木

靴
新
た
茂
り
爆
発
夏
の
山

宿
を
と
る
家
族
は
今
日
も
杏
子
の
木

梅
雨
空
に
赤
い
雨
傘
さ
し
に
け
り

鉄
線
花
京
の
都
の
衣
か
な

好　

美

泉　

渓

一　

主

直　

人

次　

江

重　

吉

豊　

國

八
千
子

律　

子

末　

子

桐　

友

ヨ
ウ
子

勝　

子

ム
ツ
子

香　

澄

則　

子

ヤ
ス
コ

チ
ズ
子

正　

治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
シ
子

（
選
者
・
評
）

読 者 俳 句

８
月
号
の
締
め
き
り
は
７
月
25
日
で
す
。
お
早
め
に
。

こちら
119番
こちら
119番

熱　中　症
　この時期、「熱中症」という言葉をよく耳にしま
せんか？真夏の炎天下で、激しい運動や重労働に
よって引き起こされる体調不全のことを熱中症とい
います。屋外で発生することがほとんどですが、高
齢者の熱中症は男女共に屋内での発生が約半数を占
めます。
　熱中症の初期症状として、大量の発汗、めまい、
立ちくらみ、こむら返りなどがあげられます。症状
が悪化すると、脱水と高体温により、頭痛、嘔吐、
倦怠感、集中力の低下や判断力の低下が起こり、重
症になると意識状態に異常をきたします。
　では、熱中症の症状が現れた際にどう対処すれば
よいのでしょうか。まず、風通しの良い涼しい場所
に移動させ、水分が取れる状態であれば、スポーツ

ドリンクなどを飲ませてあげましょう。この際、自
分で飲むことができない場合はすぐに救急車を呼ん
で下さい。
　そして、もっとも重要なことは体を冷やすことで
す。主に、首、脇、足の付け根を冷やしましょう。
この３か所には大きな血管が通っているので、効率
よく体を冷やすことが出来ます。もし、熱中症が疑
われる場合、ためらわずに行って下さい。
　日常生活から熱中症にならないために、暑い場所
での運動や作業を行う際は、途中で日陰や涼しい場
所での休憩を入れるなど工夫し、こまめに水分補給
をすることを心がけ、熱中症になるリスクを減らし
ておきましょう。

問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

紫
陽
花

紫
陽
花

あ
お
き
ゅ
う
り

か
き
つ
ば
た

つ
ゆ

さ
ぼ
て
ん

佳
作
　
二
十
一
席

佳
作
　
二
十
一
席

あ
る
じ

み
ず
と
ん
ぼ

く
ぬ
ぎ　
　
　
　
　
　
　

か
っ
こ
う

む
ぎ
わ
ら　
　
　

は
は

つ
い
りは

な
う
つ
ぎ

あ
じ
さ
い

あ
じ
さ
い



令
和

４
年

７
月

17日
発

行
（

通
巻

794号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

７
月
号

（敬称略）

中 村 下 一

野 矢

北 恵 良 二

猪 牟 田

猪 牟 田

小 久 保

川 上 二

粟 野 本 村

書 曲 三

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2 1

20

27

63

38

148

20

28

63

38

149

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

町内地区別事故発生状況

90

78

93

63

97

88

89

96

85

　今年は例年になく早い梅雨明けで
夏本番になってきていますね。先日、
新じゃがを収穫し、ジャガイモのポ
タージュを作ったんですが、メーク
インで作ったら口あたりなめらかに
できました。普段、男爵いもを料理
に使うことが多かったので新たな発
見でした。　　　　　　　　T.E

編集後記

交通安全110

うめき　　　　　しづか

かとう　　　　　ひでお

くさの　　　　 てるこ

ささき　　　　 たかあき

さとう　　　 たつのじょう

ときまつ　　　  さんぱち

はらだ　　　　 りつこ

はんだ　　　　 かずお

ほあし　　　　ますよし

★都合で変更する場合があります。

急なケガの対応・病院のかかり方、こころの相談など
ここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。
広報ここのえは、UD文字を使用しています。
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22広報ここのえ　2022.７月号

６月１日～６月末日届出分
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人の動き

（　）は前月からの増減
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77-6121
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72-1127
72-7100
78-8811
76-2711
72-6101

塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田
春日町
塚 脇
山 田
町 田
恵 良
塚 脇

電　話住　所 医　院　名日月
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック

● 病院

７月

８月

17日
18日
24日
31日
7日
11日
13日
14日
15日
21日
28日

72-0450
0973-28-7019
0973-52-3553
0973-22-3303

72-1020
0973-22-2317

0973-23-6481

72-0214
0973-22-0002

玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市

日田市

玖珠町
日田市

電　話住　所医療機関名日月
倉 成 歯 科 医 院
高 田 歯 科 医 院
北 山 歯 科 医 院
村 山 歯 科 医 院
是 永 歯 科 医 院
高 木 歯 科 医 院

せ さ き 歯 科

相 良 歯 科 医 院
ごとう歯科医院

● 歯科医

（24時間年中無休無料健康相談）

７
月
・
８
月
の
休
日
当
番
医

お誕生日を迎えるお子さんの写真募集中！
★対象：九重町在住の１～３歳までのお子さん

問　企画調整課（☎７６－３８０７）

応募締切 ８月がお誕生日のお子さん：７月 27日（水）
９月がお誕生日のお子さん：８月 26日（金）

さん恒成航史郎
つねなり  こうしろう

（保護者：恒成一史）
１歳 さん加島 維織

かしま　　いおり

（保護者：加島文竹）
１歳

７月生まれ★詳細は九重町ＨＰをご覧ください

さん永樂 藍莉
 えいらく　 あいり

（保護者：永樂大樹）
２歳 さん佐藤 颯真

 さとう　　 そうま

（保護者：佐藤弘延）
３歳

（敬称略）

野 矢

川 下 南

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

壽 幸

潤

さとう　　　きすけ

ふじわら　　かなえ

佐藤　嬉祐

藤原　叶依

男

女

としゆき

じゅん

梅　木　シヅカ

加　藤　英　雄

草　野　テル子

佐々木　孝　明

佐　藤　達之焏

時　松　三　八

原　田　律　子

飯　田　一　雄

㠶　足　益　義

さとう ひろのぶえいらく ひろきかしま ふみたけつねなり かずふみ

▲九重町ＨＰ▲応募フォーム




